
建設業界 282017.529 建設業界 2017.5

近
未
来
に
発
生
す
る
大
地
震

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年
が
経
過
し
、
復
興
か
ら
再

生
へ
、
再
生
か
ら
成
長
へ
と
被
災
地
域
は
新
た
な
ス
テ

ー
ジ
に
入
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
人
口
の
流
出
や
高

齢
化
と
い
っ
た
厳
し
い
現
実
に
苦
労
し
て
い
る
地
域
も

多
い
の
が
現
状
だ
。

　

被
災
地
域
以
外
で
は
、
こ
の
地
震
の
苦
し
い
経
験
は

早
く
も
風
化
し
つ
つ
あ
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
そ
の
現

れ
の
ひ
と
つ
が
、
巨
大
地
震
が
切
迫
し
て
い
る
と
警
告

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京
・
首
都
圏
が
い

ま
だ
全
国
か
ら
人
々
を
集
め
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

企
業
の
本
社
立
地
も
出
入
り
差
し
引
き
で
は
か
な
り
な

入
超
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

東
京
直
下
地
震
で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
の

地
震
に
よ
り
、
全
壊
焼
失
家
屋
六
〇
万
棟
、
死
者
二
・

三
万
人
、
避
難
者
七
二
〇
万
人
、
資
産
等
の
被
害
四 

七
・
四
兆
円
、
経
済
活
動
へ
の
影
響
は
四
七
・
九
兆
円
と

い
う
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
の
地
震
で
は
、
東
京
・
首
都
圏

か
ら
東
海
・
近
畿
・
四
国
・
九
州
東
部
に
お
い
て
大
災

害
と
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

九
・
一
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
地
震
に
よ
る
被

害
は
、
全
壊
焼
失
家
屋
二
三
一
万
棟
、
死
者
三
二
・
三
万

人
、
避
難
者
九
五
〇
万
人
、
資
産
等
の
被
害
一
六
九
・
五 

　

二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
に
首
都
圏
の
総
人
口

は
五
一
万
人
も
増
え
て
い
る
が
、
同
時
期
に
一
四
歳
以

下
は
七
万
人
、
生
産
年
齢
人
口
は
七
五
万
人
も
減
っ
て

い
る
。
六
五
歳
以
上
だ
け
が
一
三
四
万
人
も
増
え
て
い

る
。

　

二
〇
一
三
年
国
土
交
通
省
調
査
で
は
、
調
査
対
象
の

都
内
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
世
帯
主
の
約
半
数
が
六
〇
歳

以
上
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
後
、
管
理
費
や

修
繕
積
立
金
の
滞
納
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
調
査
で
は
東
京
都
内
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
の
四
分
の
一
近
く
が
、
す
で
に
築
三
五
年
以
上
も
経

過
し
て
お
り
、
二
五
年
以
上
で
約
二
分
の
一
、二
〇
年

以
上
だ
と
四
分
の
三
に
も
な
る
。
定
年
退
職
ま
で
ひ
た

す
ら
住
宅
ロ
ー
ン
の
重
み
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
な
が
ら
人

生
を
送
っ
て
き
た
日
本
人
の
働
き
方
に
も
大
き
な
変
化

が
現
れ
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
と
の
指
摘
も
あ
る
。

物
流
の
限
界

　

宅
配
便
最
大
手
の
ヤ
マ
ト
運
輸
が
宅
配
の
急
増
に
苦

労
し
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。
全

国
的
に
状
況
は
似
て
い
る
が
、
特
に
東
京
・
首
都
圏
は

生
活
必
需
品
を
他
地
域
に
依
存
し
て
い
る
割
合
が
大
き

い
か
ら
、
物
流
危
機
は
東
京
の
危
機
で
も
あ
る
。

　

地
方
か
ら
首
都
圏
へ
の
食
糧
輸
送
の
九
二
％
が
ト
ラ

ッ
ク
で
あ
り
、
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
で
の
野
菜
の
多

兆
円
、
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
五
〇
・
八
兆
円
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
が
想
定
通
り
だ
と
す
る
と
、

地
震
か
ら
の
日
本
の
再
興
は
、
数
世
代
も
か
か
っ
て
成

し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
不
可
能
の
ま
ま
終
わ
っ

て
し
ま
う
の
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
日
本
は
東
ア
ジ
ア
の

最
貧
国
と
し
て
細
々
と
存
在
し
て
い
る
だ
け
と
い
う
国

に
な
る
だ
ろ
う
。

　

一
七
五
五
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
地
震
を
想

起
し
た
い
。
皮
肉
に
も
こ
の
地
震
は
し
っ
か
り
と
記
録

さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
地
震
学
や
耐
震
学
を
生
み
育

て
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
地
震
だ
っ
た
が
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
に
と
っ
て
は
大
災
厄
と
な
っ
た
。

　

当
時
す
で
に
大
航
海
時
代
の
覇
者
と
し
て
の
地
位
は
、

オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
の
台
頭
に
よ
っ
て
相
当
に
危
う

く
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
（
今
の
日
本
も
経
済
的
地
位

低
下
が
著
し
い
）、
こ
の
地
震
を
経
験
し
た
の
で
あ
る
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
約
九
・
〇
弱
と
い
う
大
地
震
が
約
六 

万
人
の
犠
牲
者
を
生
む
と
と
も
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
い

う
国
を
世
界
の
檜
舞
台
か
ら
引
き
ず
り
下
ろ
し
た
の
で

あ
る
。

　

人
口
や
産
業
、
特
に
金
融
が
世
界
的
に
見
て
も
き
わ

め
て
異
常
に
集
中
し
て
い
る
東
京
・
首
都
圏
で
、
こ
の

規
模
の
地
震
が
襲
え
ば
日
本
は
ど
う
な
る
の
か
。
真
剣

に
検
討
さ
れ
た
準
備
は
あ
る
の
か
。

く
が
三
〇
〇
㌔
㍍
も
先
の
地
域
か
ら
運
ば
れ
て
い
る
。

遠
距
離
割
合
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
一
九
六
五
年
頃

に
は
二
四
％
程
度
だ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
一
三
年
に
は

五
二
％
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

品
質
の
良
い
も
の
に
最
も
高
い
値
が
つ
く
の
が
東
京

で
あ
る
か
ら
、
全
国
の
産
地
は
よ
り
質
の
高
い
作
物
を

商
品
開
発
し
て
、
東
京
市
場
へ
の
参
入
競
争
を
し
て
い

る
。
農
業
分
野
で
は
、
地
域
の
気
候
・
土
壌
と
い
う
条

件
に
、
技
術
競
争
が
加
わ
り
熾
烈
な
競
争
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
首
都
圏
で
は
勝
ち
組
が
高
い
シ
ェ
ア
を

占
め
、
高
知
県
の
ナ
ス
の
五
六
％
、
福
島
県
の
キ
ュ
ウ

リ
の
七
〇
％
、
熊
本
県
の
ト
マ
ト
の
四
〇
％
、
長
野
県

の
レ
タ
ス
の
四
〇
％
が
、
首
都
圏
で
消
費
さ
れ
て
い
る
。

何
し
ろ
食
料
自
給
率
は
東
京
都
が
一
％
、
神
奈
川
県
が

二
％
で
あ
り
、
膨
大
な
人
口
の
首
都
圏
は
他
地
域
に
依

存
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
危
険
な

こ
と
な
の
だ
。

　

世
界
に
例
を
見
な
い
東
京
・
首
都
圏
へ
の
集
中
は
、

国
家
の
脆
弱
性
の
元
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
三
つ
の
視

点
で
見
て
き
た
。
地
震
の
な
い
パ
リ
の
総
人
口
シ
ェ
ア

は
一
五
％
の
ま
ま
増
加
し
て
い
な
い
の
に
、
三
〇
％
も

の
シ
ェ
ア
が
あ
る
東
京
・
首
都
圏
の
膨
張
継
続
を
危
機

と
し
て
正
し
く
認
識
し
た
い
の
で
あ
る
。

東京・首都圏の危機
Hisakazu Ohishi

国土学アナリスト

大石久和

急
激
な
空
き
家
の
増
加
と
高
齢
化
の
進
行

　

中
央
公
論
の
二
〇
一
七
年
四
月
号
の
「『
空
き
家
』
が

東
京
を
蝕
む
」
特
集
は
、
総
務
省
二
〇
一
三
年
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
の
速
報
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
首
都
圏

の
状
況
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
た
。

　
「
空
き
家
率
日
本
一
は
山
梨
県
の
二
二
％
、
次
い
で

長
野
県
の
二
〇
％
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
放
置
別
荘
の
影

響
が
大
き
く
効
い
て
い
る
。

　

東
京
都
の
空
き
家
は
四
七
都
道
府
県
ト
ッ
プ
の
八
二 

万
軒
で
、
神
奈
川
県
で
も
四
九
万
軒
、
千
葉
県
で
は
三 

七
万
軒
、
埼
玉
県
で
は
三
六
万
軒
と
な
っ
て
お
り
、
合

わ
せ
て
二
〇
〇
万
軒
超
に
も
な
る
。
と
い
う
こ
と
は
全

国
の
空
き
家
の
四
分
の
一
が
首
都
圏
一
都
三
県
に
あ
る

こ
と
に
な
る
。」

　

こ
れ
は
、
首
都
圏
の
高
齢
化
の
影
響
が
大
き
い
と
考

え
る
が
、
空
き
家
の
増
加
は
、
治
安
・
火
災
・
景
観
な

ど
の
観
点
か
ら
も
問
題
だ
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊

に
も
つ
な
が
る
危
険
な
兆
候
だ
と
い
え
る
。

　

高
齢
化
は
決
し
て
地
方
の
問
題
と
考
え
て
は
な
ら
な

い
の
は
、
今
後
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
の
は
地
方

部
で
は
な
く
大
都
市
部
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
地
方
部

の
人
口
減
少
傾
向
は
今
後
と
も
続
く
が
、
高
齢
者
数
や

高
齢
化
率
は
急
上
昇
し
な
い
。
し
か
し
、
大
都
市
で
は

高
齢
者
が
数
も
率
も
急
増
す
る
の
だ
。


